
　ことし小中学校に入学する子ども福祉医療費の受給
資格者に、４月１日㈬から使用する新たな受給資格者
証を、３月下旬に郵送します。４月以降、医療機関を
受診する際は、この新しい受給資格者証と健康保険証
を必ず一緒に提示してください。
　また、中学生までの重度心身障害者福祉医療費や母
子・父子家庭等福祉医療費の受給者は、現在持ってい

る受給資格者証を使用してください。
　なお、福祉医療費の主な制度と新たに申請する場合
に必要な物は下表のとおりです。
　福祉医療制度は、皆さんの税金でまかなわれています。
将来にわたり維持していくために、適正な受診を心掛
けてください。

問い合わせは　国民健康保険課　☎027-898-6253新小中学生に受給資格者証を郵送

　就職や退職などで国民健康保険（国保）の脱退や加
入をするときは、下表の届け出が必要です。14日以内
に市役所市民課か各支所で手続きをしてください。
▪退職者は要注意
　退職して職場の健康保険を脱退しても、自動的に国
保への加入が行われるわけではありません。必ず期限
内に届け出てください。届け出が遅れた場合でも、職
場の健康保険を脱退した日までさかのぼって国保税を
納める必要があります。

　また、家族の健康保険に扶養家族として加入した場
合は国保からの脱退手続きをしてください。
▪保険証を紛失・破損したとき
　運転免許証やパスポートなど本人確認ができる身分
証明書と、破損の場合は破損した保険証を用意し、市
役所国民健康保険課か各支所、上川淵・桂萱・元総社・
南橘市民サービスセンターのいずれかで再交付の手続
きをしてください。

問い合わせは　国民健康保険課　☎027-898-6250就職や退職したら国保の届け出を忘れずに

国民健康保険の主な届け出

届け出が必要な場合 届け出に必要な物

加入

他の市区町村から転入した
印鑑、届出者の本人確認書類

子どもが生まれた
職場の健康保険を脱退したか、扶養家族でなくなった 印鑑、社会保険離脱証明書＊1、届出者の本人確認書類
生活保護を受けなくなった 印鑑、保護廃止決定通知書、届出者の本人確認書類

脱退
＊2

他の市区町村に転出する
印鑑、保険証

死亡した

職場の健康保険に加入したか、扶養家族になった 印鑑、国民健康保険証と加入した職場の健康保険証（認定日が記入
されたもの）

生活保護を受けるようになった 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

その他
住所、世帯主、氏名などを変更した 印鑑、保険証、届出者の本人確認書類
修学のため他の市区町村に転出し、本市の保険証が必要 印鑑、保険証、在学証明書か学生証の写し、届出者の本人確認書類

＊1  社会保険離脱証明書は、各事業所または各健康保険組合で発行されます。
＊2  脱退の手続きをしないと、国保税の減額ができません。

福祉医療費の各制度と申請に必要な物
区分 必要な物

子ども（満15歳に達する日以後の最初の3月31日までの子 ） 保険証

重度心身障害者･高齢重度障害者
①身体障害者手帳（１級・２級 ）、療育手帳（A）、年金証書（障害年金１
級 ）、特別児童扶養手当（1級 ）かIQ35以下を証明する書類のいずれか②
保険証

母子･父子家庭など（満18歳に達する日以後の最初の3月31
日までの子と母か父など ）

①母か父の課税状況が分かる書類（所得制限あり ）②本市に本籍がない
人は戸籍謄本③保険証

※県内からの転入者で前住所地でも福祉医療費を受給していた人は、前住所地発行の「福祉医療費受給資格者証交付状況証明書 」も必要
です。
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合計
-2.27％

+0.56％
認知症・中重度者
向けサービスの充実
+1.65％
介護職員の賃上げ
（月1.2万円）

-4.48％
特養ホームや
デイサービスの
利用料下げなど

現行

市有施設見学会コース
対象 日時 見学場所 テーマ

①個人 4月16日㈭ 午前10時～11時30分 消防局 防災について（消火や火災の煙体験）

②団体

６月18日㈭

午前9時～正午

敷島浄水場 安心安全な水道水ができるまで

６月25日㈭ 児童文化センター 学びと遊びの活動交流拠点

７月９日㈭ 市議会庁舎 議会のしくみ

７月23日㈭ 消防局 防災について（消火や火災の煙体験）

８月６日㈭ アーツ前橋 NHK大河ドラマ特別展など

担当者が丁寧に説明します

※②は「ぐんま花燃ゆ大河ドラマ館」も併せて見学します。

平成27年度介護報酬改定の考え方


